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　主要機器の搬入遅れは設備工事の工程を圧迫し、試運転調整期間が十分に確保できず、
　その結果、品質が不十分であったり、設備の不具合のリスクが高くなります。

 ■搬入機器の寸法と重量の確認
 ・機器寸法および重量を機器製作図等から確認し
  た上、使用する揚重機の選定や搬入ルートを
  確認し、必要に応じて床補強等を行います。
 ■搬入開口の確認
 ・特に地下階において、搬入用仮設開口を設け
  る場合は、塞ぎの前に機器を搬入する必要が
  あります。
 ■搬入経路の確認
 ・通路やマシンハッチ、仮設用昇降機の寸法を
  確認し、搬入に支障が無いか事前確認します。
 ・機器更新時についての考えを確認しておきます。

 ・設備機器類の搬入時期は、設置後の試運転調整
  期間を十分に確保できるよう設備担当者と
  早い段階で打合せます。
  特に先行搬入が必要な場合は機器発注・承認
  時期にも影響します。
 ・屋上の室外機ユニット化や鉄骨建て方時のラ
  イザー配管工法等は、揚重回数を減らし、
  省力化、安全化が図れる工法です。

  □全体工程の検討段階で、設備担当者と協議した上、
   設備工事についても考慮した工程となっていますか。
  □試運転調整期間を十分に確保するように搬入時期が
   計画されていますか。
  □機器重量に対して揚重機の能力は十分ですか。
  □搬入機器寸法以上の搬入経路幅と高さが確保できていますか。

 ・発注者にとっては、設備の施工品質も重要であることを意識しましょう。
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